











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⎝501　Voßkuhle,ebd.,S.1252Rn.96.Voßkuhle も引用しているように，Albrecht/ Dorsch/ 
Krüpea.a.O.(Anm.499),S.227u.229によれば，警察の請求の28.5%，検察の請求の21.9%
が犯罪の実質的な内容に立ち入って根拠づけしているにとどまっている。さらに，H.-J. 































的な内容に踏み込んだ理由づけをするものは，Albrecht/ Dorsch/ Krüpea.a.O. (Anm.





























































































































S.170;Webera.a.O. (Anm.210),S.195;Talaskaa.a.O. (Anm.205),S.84u.88 も 参 照。























































































































































































































































































































































































































Pertri,G.InformationsverarbeitungimPolizei-undStrafverfahren,in:M. Bäcker/ E. 
Denninger/ K. Graulich(Hrsg.),HandbuchdesPolizeirechts,6.Aufl.,2018,S.979u.981
Rn.742f.u.751も参照。上層部留保を一覧的に列挙するものとして，K.Graulich,E.Das
Polizeihandlung,in:M. Bäcker/ E. Denninger/ K. Graulich(Hrsg.),Handbuchdes
Polizeirechts,6.Aufl.,2018,S.562Rn.722ff. がある。
⎝556　ドイツにおいて警察法領域の活動（すなわち，一般的な危険排除）は，基本的に州の管




























































u.203や von Kühleweina.a.O.(Anm.197),S.464f. も参照。































































































































































































































































































































































































































⎝610　R. Schwartmann/ L.M. Keppeler,Art.77,in:R. Schwartmann/ A. Jaspers/ G. Thüsing/ 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⎝721　例えば，ドイツにおいては，さしあたって，EU 法や他の EU 加盟国の法が重要な意義
をしめることとなるが，制御の選択肢として，そのような枠組みの中での実践も考慮す
る必要が出てくると2008年の段階で指摘するものとして，Appel a.a.O.(Anm.646),S.274ff.
がある。
⎝722　在外研究中を理由とする，資料へのアクセスの制約を考えると，ここで不用意な言及
は本来控えるべきではあるが，日本における見通しについて若干のコメントをしておく
ことにする。この点，権利保障を基準とするとすることはともかく，その先の規律枠組
みの構築が，ドイツ以上に未成熟であると見受けられる我が国において，「権利ドグマー
ティク」を墨守する，あるいは取り込む妥当性は低いように思われる一方で，日本にお
いても暫定的な規律枠組みが必要とされるのは確かであり，その限りにおいて，「権利ド
グマーティク」が維持，あるいは導入される余地はゼロではないのではないだろうか。
